
ＰＡＳ・ＵＧＳ
責任分界点

電力会社側

断

断

Ｎ　 Ｐ

Ｒｃ（絶縁層抵抗）Ｒｃ（絶縁層抵抗）

ＶＣＴ

ＤＳ

遮へい層
（ケーブルシールド）

Ｒｓ（シース抵抗）Ｒｓ（シース抵抗）

ケーブル芯線

需要家（負荷）側

Ｅ（ＥＡＲＴＨ）

Ｌ（LINE）

Ｇ（ＧＵＡＲＤ）

ケーブルシールド

ＤＣ電源
負極性＋

－

表示は

　ＭΩ
検出は

  µＡ
メーター

Ｒｏ＝１０ｋΩ

Ｇ
Ｒｎ１
ＶＣＴの
絶縁抵抗

Ｒｎ２
ＡＳの
絶縁抵抗

アース端子から
ケーブルシールドを

切り離す

※ 測定器の内部抵抗 Ro （１０ｋΩ） に比較して

　　シース抵抗 Rs が十分に高いことの確認が出来れば、

　　 高い確度での Rc （ケーブル絶縁体） 測定が可能となる

※ Rc （ケーブル絶縁体） 測定の妨げとなる VCT や PAS の絶縁 Rn を通過する測定電流は、 メーターを介さず測定器電源に回収される
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高電圧絶縁抵抗計高電圧絶縁抵抗計　DI-05N （5000V） ／ DI-06 （6000V）

高圧電路の良否判定に最適な5000V/6000V出力の高電圧絶縁抵抗計

外形寸法：200(W)×140(D)×77(H)mm
重量：約1.1kg（電池含まず）

DI-05N (5000V)

DI-06 (6000V)
付属品

高圧（LINE）プローブ

接地（EARTH）コード

ガードコード

本体ウェルドケース

1本

1本

1本

1個

DI-11N用 ラインコード（先端クリップタイプ）

●

●

●

コード収納ケース（Bケース）

単３乾電池

取扱説明書

1個

8本

1部

型 名

定 格 測 定 電 圧

有効最大表示値

測 定 範 囲

許 容 差

無 負 荷 電 圧

表 示 方 式

応 答 時 間

試 験 表 示 機 能

絶 縁 抵 抗

耐 電 圧

使 用 電 池

電 池 有 効 範 囲

使 用 環 境

負 荷 放 電 機 能

DI-05N　　　　　　　　　　　　　　　　 DI-06

5000V　　　　　　　　　　　　　　　　　6000V

10000MΩ

第一有効測定範囲：10MΩ～5000MΩ

第ニ有効測定範囲：1MΩ～10MΩおよび5000MΩ～10000MΩ

第一有効測定範囲：表示値において±5％

第二有効測定範囲：表示値において±10％

定格測定電圧の1.1倍　5500V以下（6600V以下）

指針形アナログ指示方式

中央表示及びゼロ表示において3秒以内

電子ブザー・PL表示灯

DC5000V（6000V）にて1000MΩ以上 (回路―外箱間)

AC5000V（6000V）　1分間耐(回路―外箱間)

単３乾電池(R6P) 8本　〈公称電圧 DC12V〉

PL表示灯 (赤LED)　DC8.4V以上：点灯　　DC8.4V以下：点滅

使用温度範囲：0～40゜C　使用湿度範囲：0～80%Rh

放電抵抗：5MΩ　放電時間：60秒以上動作　

別売オプション

Ｇ（ガード）接地測定適合品

Ｇ（ガード）接地法での測定は、金属遮へい層（シース）の
絶縁抵抗Ｒｓが1MΩ以上の場合に有効です。
本器内部抵抗Ｒｏ（10kΩ）との抵抗比率により、
99％以上の高い確度で、敷設中のケーブル絶縁層の
抵抗測定が行えます。
本製品の場合には、配線のつなぎ換えが必要です。

● 試験印加電圧は-5kV（DI-05N）又は-6kV（DI-06）の固定出力

● Ｇ（ガード）接地法で測定することにより、敷設された高圧ケーブルから高圧機器・器具を分離することなく、ケーブル絶縁層の

　　抵抗の測定が可能（Ｒｏ値＝10kΩ）

● 試験対象物の絶縁抵抗が低い場合、垂下特性により試験電圧が抑制し保護することで非破壊試験が可能 　
● 測定範囲は1MΩ～10000MΩとワイドレンジ　見やすいワンスケール目盛りを採用
● 試験終了時に試験電圧の放電機能が自動で動作
● 小型・軽量（1.1ｋg）で、丈夫なウエルドケースへコンパクトに収納が可能

● 緊急応動時に便利な単三乾電池を使用

高電圧絶縁抵抗計

高電圧絶縁抵抗計による Ｇ （ガード） 接地法測定
受電設備の引込みに使用される電力用ケーブルは、敷設時にPASやUGS等の区分開閉器や電力会社の計器用変成器（VCT）が

接続されている為に、単純な電路=芯線と接地間の測定では正しいケーブルの良否判定が行えません。

Ｇ（ガード）接地法では、これらの高圧機器を分離することなく、ケーブル絶縁層のみの絶縁抵抗（Ｒｃ） の測定が行えます
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